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錦中学校区小中一貫教育

《小学校では》

学校での学習規律の基本

【時間を會る】時計を見て行動し、時間を會れるようになりましょう。

【闘くこと】話を聞く時の姿勢や、間く態度を身につけましょう。

【話すこと】授業で発表する時のよりよい態度を身につけましょう。

家庭での学習環境・ 学習習慣

【学習する場所】自分の集中をさまたげるもの (ゲームやスマホなど)は、学習机のまわりに置ア)｀ないようにしましょう。

【学習時間の作リアj】 家に帰つたらすぐに学習にとりかかるなど、けじめをつけて取り組みましょう。

【生活習慣の確立】授業に集中できるように、十分に睡眠時間をとり、生活のリズムを整えましょう。
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学びの目標

*授業の準備を整え、時計を見て蓄席・黙想を

しましょう。

*自命の考えを大切にし声dがら、他者の意見も

尊重し、其感的な理解ができるようにしまし

ょう。

*自分の言葉で、分かりやすく発言。発表をし

ましょう。

学習規律

学校

*体み時間に次の授業の楽傭をし、授業が始まる 1の前までに着席・ 30

秒間の黙想をしてから授業を始めましょう。

*反だちの発表を聞くときは、自分の者えと比べながら間きましょう。

*発表する時は手を挙げ、内容をまとめて発表しよう。

*体み時間に次の授業の準備をし、授業が始まる 1分前までに香席・ 30

秒間の黙想をしてから授業を始めましょう。

*姿勢を正し、話す人の方を見て、内容を者えながら話を聞きましょう。

*発表する時は手を挙I次 指名されたらはつきり返事をしてズ)｀ら発表しま

しょう。

*休み時間に次の授業の準備をし、授業が始まる 1分前までに着席できる

ようにしましょう。

*姿箋を正 し、話す人のアjを見て、最後まで話を聞きましょう。

*発表する時は手を挙げ、指筈されたら「はい」と大きな声で返事をしま

しょう。

学習規律

学校

自分 にあ った学

習方法 を身 につ

けましょう。

予習・復召を習慣

fし しましょう。

学びの目標

計 画 的 な 学

習 習 慣 を暑

につ けま し

ょう。

自主的な学

習習慣を寄

につけま し

ょう。

基 本 的な 学

習 習慣 を身

に つ けま し

よつ。

学びの目標

*自分の将来を見:居えた進路の目標を設定し、その達成に向け、計画

的に取り組みましょう。

*学習の基礎をかため、発展的声ょ問題にも挑戦しましょう。

*時間を有効に使い、きB活動と学召の両立を図りましょう。

*提出期限を考え、計画的に学習をすすめましょう。

*自主学ノートでは、間違えた問題にもう一度取り組むなど、「繰り

返し」や「復習」に、力を入れて取り組みましょう。【目標 :年間

200ページ】

家庭学習

*自分なりの目標を決めて、復習などの自主学謡に取り組

みましょう。

*計画を立てて学習に取り組み、提出期限を會りましょう。

*社会の出来事に関心を持ち、視野を広げましょう。

*家庭でも読督をしましょう。【目標 :年間20冊】

*興味をもつたことや疑間に思つたことなどは、辞書など

を使つて調べましょう。

*自のからすすんで、宿題や自主学置に取り組みましょう。

*時間にけじめをつけた生活をこころがけましょう。

*家庭でも読書をしましょう。【目標 :年間20冊】

*机に向かつて学習する召慣をらにつけましょう。

*時間割を確認し、学習用具を、自分でそろえましょう。

*宿題に、ていねいに取り組みましょう。

*家庭でも読書をしましょう。【目標 :年間20冊】

家庭学習

90分以上

30命以上

70分以上

家庭学習のめやす

家庭

【4年】

40分以上

【3年】

30分以上

【2年】

20分以上

【1年】

10分以上

家庭学習のめやす

家庭

【6年】

60分以上

【5年】

50分以上

《中学校でlよ》


